
 青森県立青森第一高等養護学校 

第２号  令和５年１月２７日 

第２回学校運営協議会１１月２日(水)に行われた 

第２回学校運営協議会の概要をご報告いたします。 
校長挨拶のあと、教頭より１０月までの教育活動の状況について報告しました。 

１０月には、全国産業教育フェア青森大会、青森県特別支援学校技能検定・発表会、東京への

修学旅行（１・４組３年生）を実施したことのほか、地域での活動や新しくなった津波ハザード

マップについて説明しました。 

その後、委員が２つのグループに分かれ、次のテーマで【熟議】を行いました。 

テーマ①「あおもり藍」及び「産業教育フェア」に関する取組について 

テーマ②地域と連携した活動に関する取組について 
 

テーマ 
Ａグループ 

嶋田委員、成田委員、是枝委員、校長、教頭 
Ｂグループ 

江利山委員、柿崎委員、市川委員、教務主任 

① 

・製品の販売やあおもり藍の発表をする機会
となりよかった。ものづくりや販売を通し
てコミュニケーション力を付けてほしい。 

・今後も環境等テーマを決めて発表（学校か
らの発信）をしてほしい。 

・「テイネイ」ブランドのＰＲを継続してほ
しい。 

・行事で書道や絵画、音楽等に触れたり発表
したりする機会をつくることで、生徒の生
きる力を育むことにつながると思う。 

・ボッチャ（スポーツ）をとおして地域交流
を図ってはどうか。 

・めいせい祭で、外部に向けて神輿やパレー
ドをするなど地域を盛り上げてはどうか。 

・あおもり藍を使った製品づくりができてよ
かった。藍をスクールカラーやブランドカ
ラーにしてはどうか。 

・原燃情報センターや青森駅自由通路での「
テイネイ」ブランド製品の展示以外に、地
域に密着した取組があってもよいのではな
いか。（油川市民センターまつり、油川や
北部市民センターでの展示等） 

・発信方法として、元気町あぶらかわのＨＰ
にリンクさせる、東奥日報の告知板（無料
）に申し込む等考えられる。町会の回覧版
を活用することも一つの方法だと思う。 

・納涼祭やめいせい祭に代わって地域の人が
参加できる取組を考えてはどうか。 

・ＰＴＡ（保護者）の力も借りて、いろいろ
な人が関わって学校や地域を盛り上げては
どうか。 

・これまでの取組や情報発信の方法をマニュ
アル化して、取組を継続してほしい。 

② 

・西田沢、油川地区の他に北部地区にも目を
向ける。 

・季節によって対応が異なる。学校の冬の避
難訓練では大型そりを使用した訓練を行っ
ている。その他、Ｊアラートや引き渡し時
等、様々な状況を想定したマニュアルを作
成し、訓練している。 

・校舎の改修の際に対策を盛り込むことを検
討する時期ではないか。 

・津波が来たときの避難場所として北高校が
挙がっていたが、道路が渋滞してしまうか
も知れない。北高校より近く、人が多くて
協力も得られそうな県営・市営住宅ではど
うか。 

・学校の避難訓練に地域の人も参加してはど
うか。以前、寄宿舎の避難訓練にはひばり
の町会の住民が参加していた。特に夜間は
人手が必要だと思う。 

 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の特徴 【熟議】 
「熟議」とは？多くの当事者による「熟慮」と「議論」を重ねながら課題解決を目指す対話の

ことで、活発な議論により、的確に多くの人の意見を反映することができます。 

【具体的なプロセス】 

⑴ 多くの当事者（保護者、教職員、地域住民等）が集まって、⑵ 課題やビジョンについて「熟慮」し、

「議論」することにより、⑶ 互いの立場や果たすべき役割への理解が深まるとともに、⑷ それぞれの役割

に応じた解決策や方策が洗練され、⑸ それぞれが納得して自分の役割を果たすようになる。 

コミュニティ・スクール通信 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度１１月以降の教育活動の状況について 

（１）めいせい祭 

  見学は、生徒の各家庭、卒業生、学校運営協議会委員で事前登録した方に限定し、知的教

育部と肢体不自由教育部で前・後半の入れ替え制で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）校外での活動 

 ①スケート教室（２・３組）、カーリング教室（４組） 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

②寄宿舎外出活動 

 １１月３日の祝日に、ラウンド・ワン、イトーヨーカドー方面へ外出し、ボウリングや食事

・買い物を楽しみました。 

 

 

 

 

「フロアカーリング（１組）」 「ジェンガ（２・３組）」 

「作業製品販売（４組）」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校環境の整備について＞ 
○寄宿舎男子棟洗面所改修工事 

 車いすの寄宿舎生が使いやすい洗面台に交換しました。車いすと高さが合わなかった大きな流

し台型を、個別の洗面台として、奥の１台は高さ調整ができるものになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度１１月以降の教育活動の状況について② 

◆地域の資源を生かした活動 

（１）青森北高校スポーツ科学科との交流（１組） 

  オンラインでの交流を続けていましたが、３年ぶりに対面での交流となり、混成チームでパ

ラスポーツを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）県高等学校総合文化祭書道部門展示会（１２月１６日～１８日） 

   

 

 

 

 

 

 

（３）県総合社会教育センター「画伯のたまご」作品展（１月） 

 

 

      

          


